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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年7月31日(2014.7.31)

【公開番号】特開2013-38242(P2013-38242A)
【公開日】平成25年2月21日(2013.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-009
【出願番号】特願2011-173617(P2011-173617)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
   Ｆ０４Ｂ  43/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｋ   7/20    　　　Ｎ
   Ｆ０４Ｂ  43/04    　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ  21/16    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月17日(2014.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体が流れる液体流路と、該液体流路の入口に向けて該液体を吐出させる送液ポンプと
を備えた送液装置であって、
　前記送液ポンプは、
　　容積が変更可能なポンプ室と、
　　前記ポンプ室に流入する前記液体が流れる入口流路と、
　　前記ポンプ室から流出した前記液体が流れる出口流路と、
　　前記入口流路と前記ポンプ室との間に設けられた逆止弁と、
　　を備え、
　前記出口流路と前記液体流路との間には、前記ポンプ室よりも大きなコンプライアンス
を有する出口バッファ室が設けられていることを特徴とする送液装置。
【請求項２】
　前記送液ポンプは、前記ポンプ室の容積を減少させてから、前記ポンプ室と前記出口流
路と前記出口バッファ室と前記液体によって決定される共振周期Ｔの整数倍の時点とその
時点に対して－Ｔ/２の時点との間で、該送液ポンプ室の容積を増加させることを特徴と
する請求項１に記載の送液装置。
【請求項３】
　前記送液ポンプは、前記ポンプ室内の圧力が上昇するタイミングで該ポンプ室の容積を
減少させることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の送液装置。
【請求項４】
　前記送液ポンプは、前記ポンプ室の容積の増減の繰返し周期が、前記ポンプ室と前記出
口流路と前記出口バッファ室と前記液体によって決定される共振周期Ｔの整数倍の時点に
対して±Ｔ/４の間であることを特徴とする請求項３に記載の送液装置。
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【請求項５】
　請求項１ないし請求項４に記載の送液装置であって、
　前記送液ポンプは、圧電素子を用いて前記ポンプ室の容積を変更するポンプであること
を特徴とする送液装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５の何れか一項の送液装置を備えるプロジェクター。
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